
「小学校のあり方について」南加積校区懇談会参加者アンケート結果

　参加者数 32 人（オンライン参加を含む。）
　うち回答者数 24 人 （回答率 75.0% ）

　問１　回答される方について
　（年代）

（単位：人）
20代以下 0
30代 0
40代 2
50代 2
60代以上 19
（無回答） 1

計 24

　問２　本日の意見等を聞いて、小学校のあり方に関する現時点でのあなたのお考えに一番近い
　　　ものの番号に〇を付けてください。

（単位：人）
１　地元小学校については、現行のまま存続を維持すべき。 3

２　地元小学校については存続を望むが、その上での他の町立小学校 6
　との統廃合は進めていってもよい。
３　地元小学校の存続が望ましいが、将来的な統廃合、再編は、やむを 8
　得ない。
４　今後、地元小学校を含めた統廃合、再編を進めていくべき。 6

５　わからない。 0
６　その他 1
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参加者アンケート　回答一覧

№ 問２ 問３（自由意見：要旨）

1 2 今後も児童数の増加は不可能とみる。小中一貫校の方向に進めるべき。

2 2 少しでも長く存続をお願いする。

3 3

4 4

5 4

6 3
複式学級は良くないと思う。小中幼の保護者の話をもっと聞いてほしい。本日の意
見を校区の方々にも伝えてほしい。

7 6

8 3

9 3

10 4

11 2

12 3 小中一貫校にしてほしい。

13 4
将来的には小中一貫校も一つの選択肢ではないか。他県視察等で情報を収集して
ほしい。今一度教育面（子供をどうして育てるか）も再考願う。

14 3

15 3 小学校を一つにまとめるか、小中一貫教育のどちらかが良いと思う。

16 2
白萩西部小と陽南小に通う町営住宅の児童数が10～25名いることをみると、南加積
に町営住宅をつくれば子供が増加するのでは。

17 2
街中の学校に田舎の学校を吸収するのではなく新しい時代の統合のあり方を目指
してほしい。県内外の事例を調査し、成功例・失敗例等を示してほしい。

18 2 統廃合を進めた場合小中一貫とし、新しい場所で建設していただきたい。

19 1

20 4

21 4 他の出席者や他の会場での意見も参考に、自分の考えを持ちたいと思う。

22 3
将来的な統廃合・再編はやむを得ない。義務教育学校が望ましいと考えるが、急ぐ
ことなく、町の財政計画に基づき、じっくり進めていただきたい。

23 1
小学校は現在の維持を希望。少数だからこそできる環境があると思う。統廃合の問
題提起にしては、統合のメリットが薄く、廃校のデメリットの提示もなかった。

24 1
上市中央小への統廃合ではなく南加積小等への統廃合も検討いただきたい。利便
性・効率性の重視ではなく今あるもの等を育むことに価値を置くことが重要。
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「小学校のあり方について」南加積校区懇談会 

参加者アンケートのお願い 

 

 本日は、「小学校のあり方について」南加積校区懇談会にご参加いただき、誠に

ありがとうございました。今後の参考といたしたく、以下のアンケートにご協力

いただきますようお願いします。 

 

問１ 回答される方について  ※該当するものに〇を付けてください。 

 年代   20代以下 ・ 30代 ・ 40代 ・ 50代 ・ 60代以上 

 

問２ 本日の意見等を聞いて、小学校のあり方に関する現時点でのあなたのお考

えに一番近いものの番号に〇を付けてください。 

 １ 地元小学校については、現行のまま存続を維持すべき。 

２ 地元小学校については存続を望むが、その上での他の町立小学校との統廃

合は進めていってもよい。 

３ 地元小学校の存続が望ましいが、将来的な統廃合、再編は、やむを得ない。 

 ４ 今後、地元小学校を含めた統廃合、再編を進めていくべき。 

 ５ わからない。 

 ６ その他（                         ） 

 

問３ 本日の感想、小学校のあり方に関する御意見等ございましたら、ご自由に

記載してください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

※ 記載いただきましたら、会場出口にてご提出ください。 

   ご協力いただき、ありがとうございました。 
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